
 
 

                  
 
 
 
 
 
 
 

 

一 

は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
形
県
に
お
け
る
県
史
編
さ
ん
事

業
の
過
程
で
誕
生
し
た
山
形
県
地
域

史
研
究
協
議
会
が
、
活
動
を
開
始
し
て

半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
五

十
（
一
九
七
五
）
年
に
第
一
回
総
会
・

研
究
大
会
を
開
催
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
一

年
間
を
除
き
、
毎
年
、
県
内
各
地
域
に

会
場
を
移
し
て
大
会
を
開
催
し
、
令
和

七
（
二
〇
二
五
）
年
七
月
に
は
、
第
五

十
回
大
会
が
設
立
時
と
同
じ
天
童
市

で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

二 

山
形
県
の
県
史
編
さ
ん
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 

戦
後
、山
形
県
で
県
史
編
さ
ん
事
業 

が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
三 

十
二
（
一
九
五
七
）
年
度
の
こ
と
で
す 

〈
第
一
期
〉。
戦
前
の
『
山
形
縣
史
』 

全
四
巻
が
政
治
史
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
産
業
、
経

済
、
そ
の
他
の
分
野
の
歴
史
も
広
く
取
り
上
げ
る
意
図
か

ら
、
本
篇
の
農
業
篇
刊
行
が
最
初
に
目
指
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
歴
史
研
究
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
資
料
の
収

集
・
調
査
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年

度
ま
で
に
『
山
形
県
史
』
本
篇
四
巻
、
資
料
篇
一
二
巻
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

通
史
編
の
編
さ
ん
刊
行
を
柱
と
す
る
「
県
史
編
さ
ん
要

綱
」
が
制
定
さ
れ
、
新
し
い
編
さ
ん
体
制
が
始
ま
っ
た
の

は
、
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
度
の
こ
と
で
す
〈
第

二
期
〉。
原
始
古
代
中
世
史
部
会
、
近
世
史
部
会
、
近
現

代
史
部
会
が
設
け
ら
れ
、
通
史
編
の
根
本
と
な
る
資
料
篇

編
集
が
先
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
資
料
収
集
で
は
、
約

一
〇
〇
軒
の
個
人
所
蔵
家
を
訪
問
し
、『
山
形
県
史
料
所

在
目
録
』
全
八
集
に
ま
と
め
、
新
県
庁
移
転
時
に
生
じ
た

各
課
の
廃
棄
文
書
を
保
存
し
て
「
山
形
県
旧
県
庁
文
書
資

料
目
録
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
通
史
編
は
第
二
次
世
界
大

戦
終
結
ま
で
の
歴
史
を
五
巻
に
ま
と
め
、総
目
次
・
索
引
、

年
表
、
要
覧
、
図
説
か
ら
な
る
別
編
を
編
集
し
、
昭
和
六

十
三
（
一
九
八
八
）
年
度
ま
で
に
、
合
計
で
資
料
篇
二
一

巻
、
本
篇
六
巻
、
通
史
編
五
巻
、
別
編
四
巻
に
達
し
ま
し

た
。「
開
か
れ
た
研
究
体
制
」
を
め
ざ
し
て
山
形
県
地
域

史
研
究
協
議
会
を
発
足
さ
せ
（
写
真
）、
市
町
村
史
編
さ

ん
担
当
者
研
究
協
議
会
を
始
め
た
の
は
、こ
の
時
期
で
す
。 

 

戦
後
の
激
動
の
歩
み
を
現
代
編
と
し
て
ま
と
め
る
こ

と
に
着
手
し
た
の
は
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
度
の
こ

と
で
す
〈
第
三
期
〉。
政
治
・
行
政
部
会
、
産
業
・
経
済

部
会
、
社
会
・
文
教
（
文
化
）
部
会
の
三
専
門
部
会
が
設

〈
特
別
寄
稿
〉 

県
史
編
さ
ん
事
業
が
生
ん
だ
半
世
紀
に
わ
た
る
研
究
会 

― 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
の
歩
み 

― 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
副
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山 
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励 
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山形県総務部高等教育政策・学事文書課分室 県史資料室 

写
真 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
設
立
総
会･ 

研
究
大
会
の
ひ
と
こ
ま
（
県
史
資
料
室
所
蔵
） 



け
ら
れ
、
他
県
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
新
し
い
時
期
ま
で
記

述
対
象
に
し
て
、
現
代
史
編
さ
ん
の
あ
り
方
を
他
に
示
す

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
現
代
資
料
編
三
巻
、

通
史
編
二
巻
、
別
編
一
巻
を
加
え
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇

四
）
年
度
ま
で
に
合
計
四
二
巻
の
『
山
形
県
史
』
を
刊
行

し
て
、
県
史
編
さ
ん
事
業
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

三 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
の
設
立 

 

昭
和
四
十
年
代
、
五
十
年
代
は
、
昭
和
の
大
合
併
の
周

年
事
業
な
ど
か
ら
、
市
町
村
史
編
さ
ん
が
盛
ん
に
な
り
ま

す
が
、
編
さ
ん
体
制
や
資
料
収
集
な
ど
に
課
題
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
第
二
期
県
史
編
さ
ん
事
業
に

お
い
て
は
、
県
史
・
市
町
村
史
・
歴
史
研
究
団
体
・
研
究

愛
好
者
が
一
体
と
な
っ
て
交
流
を
は
か
り
研
究
を
深
め

よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
、
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
を

発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

昭
和
四
十
八
年
度
に
、
置
賜
・
庄
内
・
最
北
の
三
地
域

で
、
県
史
と
市
町
村
史
な
ど
と
の
交
流
を
め
ざ
し
た
研
究

集
会
が
開
催
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
年
は
、
県
立
博

物
館
で
山
形
県
史
研
究
協
議
会
が
開
か
れ
、
そ
の
席
上
、

村
山
市
か
ら
「
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
（
仮
称
）
の

設
立
に
つ
い
て
」
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
提
案

は
、
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

各
市
町
村
の
歴
史
編
さ
ん
事
業
は
、
相
互
に
関
連
を
も

た
な
い
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

が
大
方
の
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
略
）
何
十

年
に
一
回
と
い
う
せ
っ
か
く
の
歴
史
編
さ
ん
の
機
会

を
有
効
に
使
い
、
市
町
村
民
の
た
め
の
「
生
き
た
歴
史
」

書
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
は
、
相
互
の
交
流
が
出
発

点
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
特

に
、
ど
の
よ
う
な
市
町
村
を
つ
く
っ
た
ら
よ
い
か
と
い

う
、
編
さ
ん
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
措
置
と
と
も
に
充
分
議
論
し
、
意
見
の

交
換
を
は
か
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。（
略
）
来
年
度

か
ら
は
、
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
（
仮
称
）
を
設

立
し
、
県
史
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
史
・
歴
史
研
究
団

体
・
研
究
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
相
互
の
交
流
を
は
か

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
歴
史
や
現
状
に
関
心
を
も

つ
人
々
、
あ
る
い
は
自
ら
「
歴
史
」
を
担
お
う
と
す
る

地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
、「
こ
ん
な
地
域
を
」

と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
述
べ
あ
い
、
当
事
者
の

方
々
に
も
考
え
て
も
ら
う
と
い
う
、
そ
う
し
た
地
域
の

歴
史
を
考
え
る
広
場
を
つ
く
っ
た
ら
と
思
う
の
で
す
。 

 
こ
う
し
て
、
昭
和
五
十
年
七
月
十
九
日
、
天
童
市
中
央

公
民
館
で
、山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
が
産
声
を
あ
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
設
立
総
会
の
案
内
文
に
は
次
の

よ
う
な
背
景
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
歴
史
を
掘
り
お
こ
し
、
そ
れ
を
保
存
し
、
自
ら

叙
述
し
よ
う
と
す
る
地
域
史
編
さ
ん
の
試
み
は
、
地
域

の
住
民
と
研
究
者
・
行
政
担
当
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

県
内
の
す
み
ず
み
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
つ
れ
て
、
地
域
史
編
さ
ん
の
あ
り
方
、
調
査
研
究
並

び
に
史
資
料
の
保
存
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
「
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議

会
」
の
設
立
の
願
い
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

四 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
の
展
開 

 

第
一
回
研
究
大
会
で
は
、「
地
域
史
研
究
の
す
す
め
方
」

と
い
う
基
調
報
告
が
あ
り
、
第
一
分
科
会
「
市
町
村
史
編

さ
ん
の
す
す
め
方
の
問
題
」、
第
二
分
科
会
「
地
域
史
の

調
査
・
研
究
に
つ
い
て
の
問
題
」、
第
三
分
科
会
「
遺
跡
・

史
資
料
の
発
見
と
整
理
保
存
の
問
題
」
に
分
か
れ
て
、
レ

ポ
ー
ト
に
基
づ
く
討
議
が
な
さ
れ
、二
日
目
は
公
開
山
形

県
史
合
同
部
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
一
（
一
九

七
六
）
年
の
第
二
回
研
究
大
会
で
は
、
二
日
目
に
史
跡
め

ぐ
り
が
加
わ
り
、
こ
の
年
度
か
ら
、
県
立
図
書
館
か
ら
事

業
移
管
さ
れ
た
「
古
文
書
取
扱
講
習
会
」
の
開
催
と
『
山

形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
会
報
』
発
行
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
会
報
第
一
号
・
第
二
号
は
投
稿
論
文
・
記

事
中
心
で
、研
究
大
会
の
講
演
や
研
究
発
表
の
成
果
が
載

る
よ
う
に
な
る
の
は
第
三
号
か
ら
で
す
。
ま
た
、
第
五
回

か
ら
は
分
科
会
テ
ー
マ
が
、
第
一
分
科
会
「
原
始
・
古
代
・

中
世
を
考
え
る
」、
第
二
分
科
会
「
近
世
・
近
現
代
を
考

え
る
」、
第
三
分
科
会
「
地
域
史
の
新
し
い
動
向
を
考
え

る
」
に
変
更
さ
れ
、
近
世
以
前
と
以
後
の
二
つ
の
時
代
と

民
俗
・
歴
史
編
さ
ん
・
史
資
料
調
査
保
存
等
を
扱
う
三
つ

の
分
科
会
形
式
が
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、総
会
・
研
究
大
会
の
開
催
地
に
関
し
て
は
、

そ
の
設
立
趣
旨
や
経
緯
を
踏
ま
え
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
、

県
内
各
地
区
持
ち
回
り
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
一
三
市
を
中
心
に
、
村
山
・
最
上
・
置
賜
・
庄
内
の

四
地
区
を
わ
た
る
よ
う
に
し
て
、
当
該
市
町
村
に
開
催
地

実
行
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。第
四
十
九
回
研 
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表１ 総会・研究大会一覧 

 

※ 会場名は会誌「総会・研究大会の概要」に拠っています。参加人数は概数です。 

回 期        日 開催地 会        場 参加人数

  1回 昭和50.7.19～20(1975)   天童市   天童市中央公民館 200名

  2回        51.5.22～23   上山市   上山市市民会館 150名

  3回        52.7. 2～ 3   東根市   東根市厚生会館 130名

  4回        53.6. 3～ 4   山形市   山形市北部公民館 150名

  5回        54.6.9   村山市   村山市民会館 130名

  6回        55.5,31～6.1(1980)   米沢市   置賜総合文化センター 130名

  7回        56.5.30～31   新庄市   新庄市中央公民館 120名

  8回        57.5.29～30  鶴岡市   鶴岡市役所 150名

  9回        58.6. 4～ 5   寒河江市   寒河江市中央公民館 200名

 10回        59.6. 2～ 3   長井市   長井市民文化会館 150名

 11回        60.6. 1～ 2(1985)   尾花沢市   尾花沢市民会館 200名

 12回        61.6. 7～ 8   南陽市   南陽市役所 200名

 13回        62.6.27～28  酒田市   酒田市総合文化センター 150名

 14回        63.6.11～12   天童市   天童市市民文化会館 120名

 15回 平成 1.9. 1～ 2   上山市   上山市市民会館 130名

 16回          2.6. 2～ 3(1990)   東根市   東根地域職業訓練センクー 120名

 17回          3.6.28～29   米沢市   置賜総合文化センター 120名

 18回          4.7. 3～ 4   村山市   村山市民会館 120名

 19回          5.7.17～18   長井市   置賜生涯学習プラザ 150名

 20回          6.7. 1～ 2   酒田市   ホテルリッチ酒田  130名

 21回          7.6.23～24(1995)   尾花沢市   尾花沢市文化体育施設サルナート 150名

 22回          8.7.12～13   新庄市   新庄市民プラザ 200名

 23回          9.7.11～12   鶴岡市   いこいの村庄内 130名

 24回        10.6. 5～ 6   寒河江市   寒河江市文化センター 160名

 25回        11.7. 2～ 3  東根市   花の湯ホテル 140名

 26回        12.6.30～7.1(2000)   南陽市   むつみ荘 100名

 27回        13.7.13～14  天童市   パラシオもがみ 130名

 28回        14.6.28～29   新庄市   新庄市民プラザ 150名

 29回        15.8.22～23   酒田市   東北公益文科大学 100名

 30回        16.8.30～31   山形市   ウエルハートピア山形くろさわ 100名

 31回        17.7. 4～ 5(2005)   尾花沢市   尾花沢市文化体育施設サルナート 100名

 32回        18.7. 9～10   寒河江市   寒河江市文化センター 120名

 33回        19.7. 8～ 9   飯豊町   飯豊町立飯豊中学校 120名

 34回        20.7. 6～ 7   鶴岡市   出羽庄内国際村 150名

 35回        21.7.12～13   上山市   上山市体育文化センター 130名

 36回        22.7.25～26(2010)   天童市   天童市市民プラザ 85名

 37回        23.7.10～11   米沢市   伝国の杜 100名

 38回        24.7.15～16   村山市   村山市民会館 100名

 39回        25.7. 7～ 8   庄内町   庄内町文化創造館（響ホール） 85名

 40回        26.7. 6～ 7   新庄市   新庄市民プラザ 70名

 41回        27.7.12～13(2015)   長井市   置賜生涯学習プラザ 120名

 42回        28.6. 5～ 6   寒河江市   寒河江市文化センター 100名

 43回        29.7. 2～ 3   遊佐町   遊佐町生涯学習センター 150名

 44回        30.7. 1～ 2   尾花沢市   尾花沢市文化体育施設サルナート 120名

 45回 令和 1.7. 7～ 8   山形市   山形市霞城公民館 120名

 46回 　　 3.7. 4(2021)  南陽市   南陽市赤湯公民館(えくぼプラザ) 70名

 47回 　　 4.7. 3～ 4  鶴岡市   東京第一ホテル鶴岡 75名

 48回 　　 5.7. 2～ 3  東根市   東根市職業訓練センター 80名

 49回 　　 6.6. 30～7.1  新庄市   新庄市民プラザ 80名

③  



究
大
会
ま
で
の
県
内
市
町
村
に
お
け
る
開
催
回
数
は
、
新

庄
市
の
五
回
を
筆
頭
に
、
天
童
市
・
東
根
市
・
鶴
岡
市
・

寒
河
江
市
・
尾
花
沢
市
が
四
回
、
上
山
市
・
山
形
市
・
村

山
市
・
米
沢
市
・
長
井
市
・
南
陽
市
・
酒
田
市
が
三
回
で
、

飯
豊
町
・
庄
内
町
・
遊
佐
町
が
そ
れ
ぞ
れ
一
回
に
な
っ
て

い
ま
す
。
県
内
市
町
村
や
地
区
が
全
面
協
力
・
連
携
し
て

交
流
を
は
か
り
、
県
全
体
の
研
究
を
深
め
る
と
い
っ
た
山

形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
の
会
の
あ
り
方
は
、
他
に
は
あ

ま
り
例
を
見
な
い
も
の
で
、
山
形
県
の
特
色
で
あ
り
誇
り

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
。 

 

研
究
大
会
に
お
け
る
講
演
・
研
究
発
表
と
、
会
誌
投
稿

論
文
・
記
事
の
内
容
を
見
て
み
ま
す
。
内
容
を
、
五
つ
の

時
代
や
、
会
の
特
色
と
な
る
事
項
に
分
け
て
、
件
数
を
表

し
た
の
が
表
２
で
す
。時
代
別
で
は
、研
究
大
会
の
講
演
・

研
究
発
表
で
も
、
会
誌
の
投
稿
論
文
で
も
、
共
に
近
世
に

関
す
る
内
容
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、
初
期

の
研
究
大
会
で
は
、
分
科
会
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
「
地
域

史
研
究
」、「
歴
史
編
さ
ん
」、「
資
料
・
文
化
財
調
査
保
存
」

に
関
す
る
内
容
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、「
歴

史
編
さ
ん
」
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
会
誌
で
も
、「
施
設
・

研
究
会
紹
介
」
と
共
に
、
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
や
歴
史
的
課
題
を
取
り
上
げ
て
共

有
化
を
図
っ
た
こ
う
し
た
研
究
大
会
や
会
誌
の
活
動
は
、

山
形
県
に
お
け
る
地
域
史
研
究
・
歴
史
運
動
の
発
展
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

半
世
紀
に
わ
た
る
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
活
動

の
中
で
見
え
て
来
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。
県
史
・
市
町
村

史
編
さ
ん
事
業
が
刊
行
物
発
行
後
に
事
業
終
了
と
な
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
会
員
の
高
齢
化
も
加
わ
り
、
初
期
に
個

人
・
団
体
合
わ
せ
て
四
〇
〇
を
超
え
て
い
た
会
員
数
は
、

現
在
、
四
割
以
下
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
こ

と
が
財
源
不
足
に
つ
な
が
り
、会
誌
で
は
紙
数
に
制
約
を

受
け
て
、
第
三
十
九
号
以
降
は
、
研
究
大
会
報
告
中
心
と

な
り
、投
稿
論
文
は
見
送
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

県
政
方
針
の
変
更
で
、そ
れ
ま
で
県
史
編
さ
ん
関
係
部
署

が
担
っ
て
い
た
事
務
局
の
仕
事
か
ら
県
職
員
が
抜
け
て
、

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
か
ら
は
、
常
任
理
事
中
心

の
事
務
処
理
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
県
庁
舎
内
に
事

務
局
を
置
き
、
県
の
関
係
機
関
か
ら
理
事
が
加
わ
る
こ
と

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、方
針
変
更
の
是
非
に
つ
い
て

は
、
振
り
返
り
が
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

五 

お
わ
り
に 

 
県
や
市
町
村
が
地
域
の
歴
史
を
編
さ
ん
す
る
の
は
、
住

民
に
対
し
て
未
来
に
生
き
る
力
を
与
え
る
歴
史
を
構
築

す
る
と
い
う
公
の
役
割
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
自
治
体

史
編
さ
ん
を
支
え
る
県
民
の
力
を
結
集
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
は
、
山
形
県
独
特

の
形
で
半
世
紀
を
歩
ん
で
来
ま
し
た
。 

歴
史
は
常
に
書
き
換
え
ら
れ
て
行
く
も
の
で
あ
り
、県

内
で
も
長
井
市
の
よ
う
に
、一
度
終
了
し
た
市
町
村
史
編

さ
ん
を
再
開
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。自
治
体
史

編
さ
ん
の
業
務
は
刊
行
物
発
行
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。常
設
の
編
さ
ん
事
業

・

・

・

・

・

・

・

・

興
し
が
各
地
で
期
待

さ
れ
る
中
、山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
が
果
た
す
役
割

も
、
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

                            

 

 

（件）

原始・
古代

中世 近世 近代 現代 各論 民俗
地域史
研究

歴史
編さん

資料・
文化財
調査
保存

施設・
研究会
紹介

研究大会 82 59 125 61 3 12 27 20 55 42 16

会誌 6 24 48 16 6 5 2 49 96 32 70

計 88 83 173 77 9 17 29 69 151 74 86

（1）特定分野について時代をまたいで扱ったものは、「各論」に入れています。

（2）会誌については、研究大会に重複するものは除き、文章の長短等にかかかわらず目次掲載の論文・記事を一件としています。
　大会概要・会則・役員名簿などの会務報告は含みません。

④ 

表２ 研究大会講演・研究発表並びに会誌投稿論文・記事の内容 



 
 

        

  

一 

は
じ
め
に 

山
形
船
町
村
（
現
山
形
市
）
の
農
家
に
生
を
う
け
た

義
譽
辨

ぎ

よ

べ

ん

良
り
ょ
う

（
幼
名
林
助 

義
譽
上
人
）
は
寶
臺
院

ほ
う
だ
い
い
ん

の
住
職

（
管
主
）
と
な
り
ま
す
。
幕
末
、
将
軍
慶
喜
が
蟄
居

ち
っ
き
ょ

し
た

寺
院
で
す
。
後
年
、
故
郷
を
想
い
、
救
民
の
た
め
船
町
村

に
永
久

え
い
き
ゅ
う

備
蓄

び
ち
く

籾
蔵

も
み
ぐ
ら

を
建
て
、
ま
た
惜
し
み
な
く
諸
寺
院

へ
寄
進
を
行
い
ま
し
た
。
仏
教
天
文
学
に
強
い
関
心
が
あ

り
、
天
童
市
仏
向
寺
境
内
に
「
満
月
の
碑
」
を
建
立
し
て

い
ま
す
。 

天
球
儀
を
制
作
し
た
旧
織
田
藩
士
渡
邉
綱
雄
の
住
ま

い
は
、「
満
月
の
碑
」
が
建
つ
仏
向
寺
近
く
に
あ
り
ま
し

た
。「
満
月
の
碑
」
建
立
が
、
渡
邉
綱
雄
の
天
球
儀
の
制

作
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

幕
末
か
ら
明
治
初
年
、
天
文
学
に
か
か
わ
っ
た
、
船
町

村
と
天
童
生
ま
れ
の
二
人
の
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

二 

「
満
月
の
碑
」
を
建
立
し
た
義
譽
辨
良 

『
義
誉
上
人
略
傳
并
捕
遺
逸 

完
』（
以
下
、『
略
伝
』）

〔
生
家
五
代
末
今
野
雄
太
郎
氏
筆
〕（
注
一
）
に
よ
れ
ば
、

義
譽
辨
良
〔
法
諡

ほ
う
し 

天て
ん

蓮れ
ん

社
賜

し
ゃ
し

紫
義
譽
上
人
明
阿
無
礙げ

辨

良
大
和
尚
〕
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
山
形
船
町
村

今
野
松
之
助
の
二
男
と
し
て
誕
生
。
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
秋
、
山
形
長
町
称
念
寺
教
阿
上
人
の
下
剃
髪
し
ま

す
。
さ
ら
に
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
増
上
寺
学
寮
に
入

り
修
学
、学
頭
と
な
り
ま
し
た
。天
保
四
年（
一
八
三
三
）、

幕
命
に
よ
り
下
総
大
巖
寺

だ
い
が
ん
じ

に
住
し
、翌
年
二
十
六
世
の
管

主
と
な
り
ま
し
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
職
を
辞
し

山
内
祥
雲
院
に
閑
居
し
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
亡

く
な
り
ま
す
。 

天
童
の
仏
向
寺
に
、
仏
教
天
文
学
を
記
し
た
「
満
月
の

碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
仏
向
寺
は
鎌
倉
時
代
、
時
衆
一

向
派
の
祖
、
一
向

い
っ
こ
う

俊
し
ゅ
ん

聖
じ
ょ
う

が
天
童
市
成
生
庄
に
開
創
し

た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。 

山
形
天
文
同
好
会
の
鈴
木
静
兒

せ
い
じ

氏
は
、「
満
月
の
碑（
天

童
市
仏
向
寺
）
の
碑
文
に
つ
い
て
」（
注
二
）
の
中
で
、
碑

の
表
面
〔
文
面
最
後
に
、
嘉
永
四
辛
亥
年
八
月 

駿
州
米

峯
賜
紫
沙
門
義
譽
辨
良
題
〕、
裏
面
〔
文
面
最
後
に
、
義

譽
上
人
詩
中
抄
刻
之 

嘉
永
五
壬
子
年
三
月
〕
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
ま
す
。 

〔
碑
が
建
て
ら
れ
た
嘉
永
年
間
頃
〕は
一
般
の
人
々
に

は
地
動
説
な
ど
も
伝
わ
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。（
略
）

と
こ
ろ
が
仏
教
の
人
か
ら
み
る
と
、そ
れ
は
経
典
の
教

え
に
合
わ
な
い
の
で
認
め
ら
れ
な
い
。（
略
）
そ
こ
で

仏
教
側
か
ら
西
洋
宇
宙
説
に
対
す
る
反
駁

は
ん
ば
く

が
始
ま
り
、

そ
れ
は
、
ず
っ
と
明
治
時
代
ま
で
続
く
。（
略
）
こ
の

満
月
の
碑
は
そ
の
流
れ
に
乗
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
略
）
義
誉
辨
良
は
自
身
、
天
文
に
興
味
が
あ
っ
た
だ

け
に
西
洋
説
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
残
念
に
思
い
、

そ
れ
を
端
的
に
表
現
し
、
仏
の
偉
大
さ
を
称
賛
し
庶
民

に
も
わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。（
略
）
太

陽
と
月
な
ら
ば
日
常
生
活
で
も
、
庶
民
信
仰
上
も
身
近

な
も
の
で
あ
る
。だ
か
ら
仏
説
擁
護
の
論
を
張
る
に
は

格
好
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
表
面
・
裏
面
刻

ま
れ
た
一
年
違
い
の
内
容
に
、天
文
学
に
対
す
る
見
解

の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、義
譽
辨
良
の
意
図

は
は
た
し
て
ど
う
思
っ
た
の
か
疑
問
が
残
っ
た
。 

義
譽
上
人
の
生
家
今
野
家
に
、「
満
月
の
碑
」
に
関
係

す
る
書
状
が
伝
わ
り
ま
す
。「
天
童
佛
向
寺
に
満
月
の
碑

を
建
立
す
る
に
あ
た
っ
て（
嘉
永
二
年
）」の
書
状
に
は
、

①
天
童
碑
文
の
面
取
り
に
つ
い
て
、
②
月
を
詠
じ
た
詩
・

節
分
の
詩
・
七
夕
の
詩
の
三
首
に
つ
い
て
、
③
碑
石
裏
面

の
彫
に
つ
い
て
、④
私
の
詩
稿
の
中
よ
り
抜
き
出
し
彫
付

け
る
理
由
、
⑤
天
童
碑
建
立
時
の
寺
関
係
、
諸
々
合
わ
せ

一
五
〇
両
寄
進
、⑥
金
子
を
下
す
人
を
山
形
横
町
井
筒
屋

へ
差
し
向
け
る
、
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
兄

今
野
槙
之
助
へ
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
書
状
に
は
、

「
満
月
の
碑
」
建
立
は
最
初
、
向
谷
寺
（
山
形
市
中
野
）

へ
の
機
運
が
あ
っ
た
が
、
仏
教
天
文
学
に
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
往
来
の
多
い
天
童
の
方
が
良
い
と
考

え
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

《
特
別
寄
稿
》 

伝
え
た
い
郷
土
の
人 

 

～
天
文
学
を
学
ん
だ
二
人
の
宗
教
者
～ 

 
 

 
 

天
童
郷
土
研
究
会 

会
長 

野 

口 

一 

雄 

⑤ 



現
当
主
誠
一
氏
に
よ
れ
ば
、「
碑
は
当
初
表
面
の
み
の

記
述
で
あ
っ
た
。
兄
槙
之
助
と
書
簡
の
や
り
取
り
で
仏
向

寺
の
現
況
も
考
慮
に
入
れ
、
裏
面
の
文
章
が
書
き
加
え
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
天
文
学
に
対
す
る
新
た
な
見
解
か

ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。」
と
の
事
で

す
。 『

略
伝
』
第
七
章
「
性
格
」
の
項
に
、「
天
文
學
は
普 

門
律
師
ニ
就
イ
テ
其
薀う

ん

奥お
う

ヲ
窺
ヒ
（
注
三
）
寶
台
院
ニ
住

セ
ラ
レ
テ
カ
ラ
モ
同
院
境
内
ニ
天
文
䑓
ヲ
設
ケ
テ
天
体

ヲ
観
測
セ
ラ
レ
タ
サ
ウ
テ
ア
ル 

中
村
師
ニ
請
ウ
テ
譲
リ

受
ケ
タ 

文
政
六
癸
未
年
六
月
朔
日
ノ
日
蝕
ニ
関
ス
ル
計

算
書
ハ
上
人
ノ
書
カ
レ
テ
モ
ノ
デ 

又
上
人
ノ
調
査
ニ
成

ッ
タ
モ
ノ
ダ
ラ
ウ
ト
思
フ
ガ 

尚
他
日
ノ
考
証
ヲ
待
ツ
コ

ト
ト
シ
ヨ
ウ
」
等
と
あ
り
ま
す
。
上
人
遷
化
後
、
御
箱
金
・

遺
品
な
ど
は
弁

応
（
上
人
高
弟
、

清
水
実
相
寺
二

十
九
世
）
に
振

り
分
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、

大
正
六
年
（
一

九
一
七
）
二
月
、

中
村
弁
康
師
に

よ
り
、
上
人
の

遺
物
が
郷
里
の

生
家
に
譲
渡
さ

れ
、
そ
の
中
に

天
文
学
に
関
す
る
書
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。誠
一
氏
に

よ
れ
ば
、「
現
在
は
不
明
で
写
真
の
み
が
残
っ
て
い
る
。」

と
の
こ
と
で
す
。 

『
略
伝
』
第
八
章
「
郷
里
ニ
遺
サ
レ
タ
ル
事
跡
、
船
町

村
鎮
守
大
日
堂
立
碑
ニ
附
テ
」
に
は
、
上
人
の
故
郷
へ
の

思
い
が
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
上
人
が
遠
國
ニ
ア
ッ
テ
一
念
故
郷
ノ
追
従
ニ
及
ブ

時
先
ヅ
浮
ビ
出
ヅ
ル
ハ
此
ノ
大
日
堂
ノ
森
デ
ア
ッ
タ
ラ

ウ
（
略
）
碑
面
刻
ス
ル
所
ノ
詩
明
カ
ニ
之
ヲ
表
シ
テ
居
ル 

 

寶
光

ほ
う
こ
う

䑓だ
い

上
月

じ
ょ
う
げ
つ

玲
瓏

れ
い
ろ
う 

起
向
郷
天

き
こ
う
き
ょ
う
て
ん

嘯
北
風

し
ょ
う
ほ
く
ふ
う 

 

記
淂
迎
神
暮
春
會

き
と
く
げ
い
し
ん
ぼ
し
ゅ
ん
か
い 

薫
香
一
辨

く
ん
こ
う
い
ち
べ
ん

致
微
忠

ち
び
ち
ゅ
う 

 
 

 

駿
州
寶
台
住 

賜
紫
義
譽
敬
題 

裏
面
ノ
文
并
ニ
句
ハ
延
寿
院
〔
義
譽
上
人
の
兄
槙
之

助
〕
ノ
作
詩
デ 

文
字
ハ
東
都
ノ
俳
人
琴
和
坊
ノ
フ
デ
デ

ア
ル 

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
月
二
十
八
日
」 

（
裏
面
の
文
章
は
省
略
、
ル
ビ
は
筆
者
） 

三  

天
球
儀
を
つ
く
っ
た
織
田
藩
士
渡
邉
綱
雄 

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
七
月
出
版
『
山
形
縣
地
誌

提
要 

上
巻
』（
注
四
）
に
、「
渡
邊
〔
綱
雄
〕
氏
、
地
球
運

轉
ノ
器
械
ヲ
発
揮
シ
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。「
地
球

運
轉

う
ん
て
ん

ノ
器
械
」
と
は
天
球
儀
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
、「
球

面
上
に
天
球
上
の
恒
星
・
星
座
・
赤
道
・
黄
道

こ
う
ど
う

・
時
圏
な

ど
を
投
影
し
た
も
の
」（
注
五
）
の
こ
と
で
す
。 

渡
邊
綱
雄
が
つ
く
っ
た
天
球
儀
の
記
事
が『
東
京
繪
入

新
聞
』（
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
二
月
四
日
）（
注
六
）

に
、
次
の
よ
う
に
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
と
こ
ろ
を

紹
介
し
ま
す
。 

（
前
略
）
百
折

ひ
ゃ
く
せ
つ

倦う

ま
ず
と
も
い
ふ
べ
き
忍
耐
力
に
て

遂
に
新
發
明
の
器
械
を
製
造
し
大
に
名
譽
を
顕
ハ
し

た
る
一
美
談
ハ 

山
形
縣
下
羽
前
國
村
山
郡
天
童
田
鶴

町
の
士
族
に
て
渡
邉
綱
雄
（
三
十
九
）
と
い
ふ
ハ 

舊

藩
主
織
田
家
に
仕
へ
し
頃
よ
り
天
文
學
に
深
く
志
し

て
發
明
す
る
こ
と
多
く
（
略
）
器
械
に
よ
り
て
地
球
の

運
轉
月
の
盈
欠

み
ち
か
け

潮
汐
の
満
干
其
他
の
事
迄
一
目
に

示
教

じ
き
ょ
う

す
る
様
に
工
夫
せ
ん
と
日
夜
刻
苦
し
て
漸
其
事

を
發
明
せ
り
（
以
下
略
） 

渡
邉
制
作
の
天
球
儀
が
東
京
上
野
で
開
か
れ
た
第
一 

回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
記
事 

を
続
け
ま
す
。 

（
前
略
）
内
国
勸
業
博
覧
會
の
お
開
き
な
る
に
付
て 

縣
令
三
島
君
ハ
兼
て
此
事
を
傳
へ
聞
れ
て
出
品
を
申

付
ら
れ
製
造
資
本
と
し
て
金
貮
百
圓
お
下
渡
し
に
な

り
し
か
バ
（
略
）
貮
尺
餘
り
の
圓
盤
に
太
陽
を
中
眞
に

写真1 「満月の碑」（天童市仏向寺境内） 

写真２  「望郷の碑」 

（山形市船町大日堂境内） 

⑥ 



置
き 

廻
せ
ば
地
球
ハ
自
然

お
の
づ
か
ら

轉
じ
て 

太
陽
と
二
周

す
る
間
に
四
時
の
變
化
晝
夜
の
分
ち
を
明
か
に
し 

月

の
盈
欠
潮
汐
の
満
干
も
一
日
に
し
て
し
る
べ
し
（
略
）

假
に
地
球
運
轉
儀
と
の
名
て
出
品
（
略
）
此
度
華か

紋も
ん

賞
牌

し
ょ
う
ぱ
い

を
賜
ハ
り
、
猶
佛
國

ふ

ら

ん

す

萬
國
大
博
覧
会
へ
も
出
品

す
べ
し
と
の
命
を
受
け
て
、
今
一
層

ひ
と
き
わ

美
麗

う
る
わ
し

き
製
造
に

着
手
た
る
由
（
以
下
、
略
） 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
五
月
十
九
日
付
『
山
形
新

聞
』
博
覧
会
賞
牌
人
名
の
欄
に
、
県
内
受
賞
者
名
と
作
品

が
載
っ
て
お
り
、「
地
球
略
儀  

天
童
渡
邊
綱
雄
」
も
あ

り
ま
す
。
同
新
聞
明
治
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日
付
に
、

「
天
童
の
渡
邉
綱
雄
が
多
年
刻
苦
工
夫
さ
れ
し
地
球
畧

圖
は
版
權
も
許
可
な
り
近
々
の
内
摺
出
に
な
る
と
の
こ

と
な
る
が
其
發
賣
は
同
所
の
士
族
が
結
社
し
て
や
る
と

申
ま
す
か
ら
盛
大
な
事
で
あ
ら
う
と
同
地
よ
り
書
送
ら

れ
た
り
」
と
あ
り
ま
す
。 

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
明
治
十
年
八
月
二
十
一

日
～
十
一
月
三
十
日
ま
で
上
野
公
園
で
開
か
れ
、
四
五
万

人
余
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
西
南
戦
争
の
な
か
で
の

開
催
で
あ
り
、
こ
の
勧
業
博
覧
会
は
、
日
本
が
参
加
し
た

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
を
参

考
に
、
初
代
内
務
卿
大
久
保
利
通
が
殖
産
興
業
推
進
の
た

め
に
推
し
進
め
た
も
の
で
し
た
。
全
国
か
ら
の
出
品
は
鉱

業
及
び
冶
金
術
、
製
造
物
、
美
術
、
機
械
、
農
業
、
園
芸

の
大
き
く
六
部
門
に
分
か
れ
、
優
秀
作
に
は
賞
牌
・

褒
状

ほ
う
じ
ょ
う

等
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
天
童
織
田
藩
家
老
吉
田

大
八
像
を
制
作
し
た
生い

き

人
形

に
ん
ぎ
ょ
う

師
神
保
平
五
郎
は
、
山
形

済
生
館
病
院
の
人
体
模
型
を
出
品
し
、
第
一
等
賞
と
な
る

龍
文
賞
牌
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
大
久
保
と
親
し
い
三
島

県
令
に
と
っ
て
、
県
内
か
ら
の
参
加
出
品
に
は
、
よ
り
力

を
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
聞
に
は
天

球
儀
を
操
作
す
る
渡
邊
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

渡
邉
綱
雄
は
、渡
邉
家
戸
籍
に
よ
れ
ば
、天
保
十
年（
一

八
三
九
）
天
童
町
乙
武
田
家
に
誕
生
し
ま
す
。
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）、
渡
邉
瀬
蔵
の
養
子
と
し
て
入
籍
。
明
治

五
年
、
旧
織
田
藩
士
の
娘
と
結
婚
。
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
六
月
二
十
七
日
、『
川
部
武
定
日
記
』
に
、「
今
朝
佐

藤
氏
へ
参
り
候
処
、
渡
辺
綱
雄
参
り
居
り
、
今
度
九
ケ
村

の
村
社
祠
掌
被
仰
候
」（
注
七
）
と
あ
り
ま
す
。
渡
邉
は
明

治
八
年
（
一
八
七
五
）、
天
童
愛
宕
神
社
第
二
十
七
世
社

職
〔
二
十
五
代
ま
で
は
山
形
寶
幢
寺
住
職
が
別
当
〕
に
就

任
し
ま
す
（
注
八
）
。
履
歴
の
と
こ
ろ
に
は
、「
天
童
田
鶴
町

ノ
人
也
、
明
治
八
年
奉
職
（
略
）、
明
治
十
年
五
月
県
社

昇
級
出
願
ア
リ
、同
十
二
年
八
月
二
十
六
日
県
社
ニ
進
メ

ラ
ル
、
明
治
十
二
年
迄
奉
職
在
職
五
カ
年
」（
注
九
）
と
あ

り
ま
す
。 

渡
邊
の
天
文
学
へ
の
関
心
は
「
満
月
の
碑
」
と
の
出
会

い
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
神
官
と
な
っ
た
渡
邉
の

天
文
学
は
誰
に
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。さ
ら
な
る
資
料

が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

注 

釈 

一 

「
は
し
が
き
」
に
、「
大
正
六
年
仲
夏 

上
人
の
父
よ
り
五
代

の
後
裔 

雄
太
郎
謹
誌 

三
十
四
歳
」
と
あ
る
。 

二 

『
研
究
紀
要
』
第
二
十
一
号 

一
九
九
〇  

山
形
県
立
山
形 

 

北
高
等
学
校 

三 

『
略
伝
』
第
三
章
「
江
戸
時
代
」
に
、「
上
人
ノ
天
文
学
ノ

師
ハ
普
門
律
師
デ
ア
ル
ラ
シ
イ 

本
家
ニ
ハ
松
平
冠
山
公

（
池
田
定
常 

一
九
六
七
―
一
八
三
三 

江
戸
時
代
中
期-

後

期
の
大
名
、
明
和
四
年
十
月
三
日
生
ま
れ
）
ヨ
リ
寄
セ
ラ
レ

タ
書
簡
ガ
残
ッ
テ
ア
ル
」
と
あ
る
。 

四 

荒
井
太
四
郎
編
輯  

明
治
閣
藏
版
。 

五 

『
広
辞
苑 

五
版
』
に
よ
る
。 

六  

国
立
国
会
図
書
館
よ
り
提
供
。 

七 

大
木
彬
『
の
こ
し
て
お
き
た
い 

天
童
地
域
の
歴
史
資
料 

そ
の
三
、
川
部
家
文
書
に
み
る
幕
末
・
明
治
期
の
動
き
』 

二
〇
一
八 

八 

『
天
童
市
史
編
集
資
料
』
四
十
四
号 

一
九
八
八 

九 

『
天
童
市
史
編
集
資
料
』
三
十
三
号 

一
九
八
三 

写真3 挿絵 天球儀を操作する渡邊綱雄（『東京繪 

入新聞』明治10年12月4日 国立国会図書館所蔵） 
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こ
こ
で
紹
介
す
る
『
山
形
縣
史
話
』
は
、
昭
和
八
年
（
一

九
三
三
）
九
月
二
日
に
、
当
時
の
山
形
県
師
範
学
校
が
発

行
し
た
も
の
で
、
歴
史
科
教
室
の
美
濃
部
道
義
が
執
筆
を

担
当
し
ま
し
た
。
本
文
は
三
百
六
十
八
頁
で
、
発
行
は
東

京
市
日
本
橋
の
合
資
会
社
六
盟
館
、
発
売
所
は
山
形
市
七

日
町
の
五
十
嵐
太
右
衛
門
商
店
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
初
期
は
全
国
的
に
郷
土
教
育
が
盛
ん
に
進
め
ら

れ
た
時
で
、
山
形
県
師
範
学
校
も
主
導
的
立
場
と
し
て
そ

の
任
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
美
濃
部
道
義
は
校
内
に
組

織
さ
れ
た
郷
土
研
究
委
員
会
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

郷
土
資
料
の
収
集
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。 

巻
頭
に
あ
る
美
濃
部
の
言
葉
に
よ
る
と
、
本
書
は
山
形

県
師
範
学
校
の
生
徒
や
県
内
の
少
年
少
女
に
、
山
形
県
史

に
つ
い
て
ひ
と
通
り
の
知
識
を
得
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

作
成
し
た
郷
土
史
読
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
執

筆
に
あ
た
っ
て
は
、
山
形
県
師
範
学
校
長
で
あ
る
野
上
源

造
か
ら
指
導
や
励
ま
し
を
受
け
、
本
県
郷
土
史
研
究
の
権

威
で
あ
っ
た
五
十
嵐
淸
峰
や
渡
邊
德
太
郎
か
ら
歴
史
上

の
人
物
や
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
解
説
内
容
の
教
示

を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
郷
土
研

究
会
（
会
長
・
三
浦
新
七
）
か
ら
は
貴
重
な
写
真
図
版
の

提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。 

こ
の
本
は
小
学
校
の
上
級
児
童
か
ら
中
学
校
の
生
徒

に
も
読
め
る
よ
う
に
、や
さ
し
い
表
現
と
文
字
を
用
い
て

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
つ
の
話
が
終
わ
る
毎
に
参

考
文
献
が
示
し
て
あ
り
、
研
究
の
手
引
き
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。目
次
を
見
る
と
石
器
時
代
か
ら
明
治
天
皇
の
御
巡

幸
ま
で
年
代
順
に
二
十
五
の
話
が
続
き
ま
す
。注
目
さ
れ

る
も
の
と
し
て
は
「
出
羽
の
柵
」「
延
澤
銀
山
の
採
掘
」

「
飽
海
西
濱
の
防
砂
林
」「
最
上
德
内
の
蝦
夷
地
探
險
」

「
松
ヶ
岡
の
開
墾
」
な
ど
が
あ
り
、
所
々
に
写
真
図
版
が

挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

本
書
は
、昭
和
初
期
の
師
範
学
校
に
お
い
て
学
習
図
書

と
し
て
使
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、県
内
各
学
校
の
授
業

教
材
や
研
究
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。当
時
の
郷

土
教
育
を
知
る
上
で
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

山 

形 

県 
 

 

県
史
だ
よ
り 

第
二
十
六
号 

 
 
 
 

 

令
和
七
年
三
月
六
日
発
行 

編
集
・
発
行 

 
 

山
形
県
総
務
部
高
等
教
育
政
策
・
学
事
文
書
課
分
室 

県
史
資
料
室 

 
 

〒
九
九
一
―
八
五
〇
一 

 
 
 

寒
河
江
市
大
字
西
根
字
石
川
西
三
五
五 

 
 
 

 
 

村
山
総
合
支
庁
西
村
山
地
域
振
興
局 

電 

話 

〇
二
三
七
―
八
三
―
一
二
一
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
三
七
―
八
三
―
一
二
一
六 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
へ
の
入
会
案
内 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
で
は
、
随
時
新
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

当
会
は
、
山
形
県
の
歴
史
研
究
の
推
進
及
び
会
員

相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
九
七
五
年

に
設
立
さ
れ
、
研
究
大
会
・
総
会
、
会
誌
の
刊
行
、

そ
の
他
共
催
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
会
費

は
三
千
円
で
す
。 

 

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

お
気
軽
に
事
務
局
（
県
史
資
料
室
）
ま
で
ご
連
絡
く 

だ
さ
い
。 

資
料
紹
介 

県
史
資
料
室
所
蔵 

『
山
形
縣
史
話
』 

 
 

 
 

 
編
著 

山
形
縣
師
範
學
校 

写真１『山形縣史話』中表紙 

（県史資料室所蔵） 

⑧ 


